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小学校統合を見据えて　～先進教育を学ぶ～
■北海道中富良野町「なかふらの学園」視察

本町議会では、先進的な教育の取り組みを学ぶため、令和８年５月 15日に
９名の議員が北海道中富良野町の「なかふらの学園」を視察しました。



なかふらの学園の特徴

あくまでも「子どもが主役」さりげない工夫が随所に
 小中学校施設の一体化により、効率的で質の高い教育環境の整備を図る。

図書館には司書が常駐
書架は低く設定し、陰ができない照明。

特別支援学級の
プレイルーム
怪我への配慮。

　同学園は、小学校と中学校を一体化した義務教
育学校であり、９年間を見通した一貫教育を実施、
児童生徒一人ひとりに寄り添ったきめ細かな指導
に加え、小学校と中学校を一体化した先進的な教
育施設から、新校舎を建設する我が町においても
大いに参考となりました。

外壁に太陽光パネルを設置

白子町の計画（現状）は
　総事業費　３９億円（財源内訳：国負担 8億交付税措置 15 億 1500 万円　町負担 15 億 8500 万円）
　建設期間　令和９年夏・秋頃から約２年半を予定
　構　　造　鉄骨コンクリート造　３階建て
　建築面積　4061.30 ㎡　１Ｆ1763.90 ㎡　２Ｆ1131.20 ㎡　３Ｆ1131.20 ㎡　ＲＦ35.00 ㎡
　特　　徴　新設する普通教室は従来よりもゆとりあるサイズを確保
　　　　　　メディアセンターを設置

教
育
環
境
の
充
実
を

｢ガラス張りの吹き抜け空間｣
自然光をふんだんに取り込み、明るく開放的な学
びと交流の場所を設置。
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「
学
校
統
合
等
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
」を
７
月
９
日（
木
）に

開
催
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
教
育
課
（
小
学
校
統
合
準
備
室
）
か
ら
、
今
後
、
協
議
・
検
討

し
て
い
く
主
な
内
容
の
説
明
を
受
け
る
と
共
に
特
別
委
員
会
か
ら
質
問
を
行
い

ま
し
た
。

今
後
も
引
き
続
き
、
議
会
と
執
行
部
が
連
携
し
、
子
ど
も
た
ち
の
未
来
に
必

要
な
学
校
統
合
を
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

総
事
業
費
は

約
39
億
円
（
建
物
32
億
、
外
構
等
４
億
、
学
童
ク
ラ
ブ
３
億
）
を
現
時
点
で

見
込
ん
で
い
ま
す
。

学
童
ク
ラ
ブ
の
設
置
場
所
は

新
校
舎
内
へ
の
設
置
で
は
な
く
、
中
学
校
敷
地
内
へ
新
設
、
中
学
校
空
き
教

室
の
活
用
、
閉
校
小
学
校
の
活
用
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

駐
車
場
出
入
口
の
安
全
対
策
、
及
び
渋
滞
対
策
は

駐
車
場
を
予
定
す
る
プ
ー
ル
西
側
付

近
は
、
道
路
が
カ
ー
ブ
し
て
い
て
視
認

性
が
悪
い
の
で
、
樹
木
を
伐
採
後
に
改

め
て
安
全
な
ゲ
ー
ト
位
置
を
設
定
し
ま

す
。

小
学
校
統
合
準
備
委
員
会
の
主
な
取
り

組
み
は

令
和
８
年
は
委
員
の
選
定
、
委
員
会

発
足
、
学
校
名
の
公
募
等
か
ら
始
ま
り
、

来
年
度
以
降
は
校
歌
の
作
成
、
通
学
路

の
安
全
対
策
、
新
し
い
教
育
課
程
の
編

成
等
、
年
ご
と
に
重
点
テ
ー
マ
を
定
め
、

段
階
的
に
準
備
を
進
め
ま
す
。

２０３０年４月開校に向け本格的な準備が始まる！

より良い環境のため活発な意見交換

※完成イメージ図
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町 政 を 問 う！
７人の議員が町政について一般質問を行いました

※議会だよりの一般質問は、議員作成の原稿を基に作成しています。❑掲載された質問　◆紙面の都合により掲載されていない質問

前田 充浩 議員
◆地域環境の整備について

❑子育て支援について

市川 隆子 議員
 ◆教育問題について
 ◆介護保険について

❑高齢者の移動支援について

酒井 良信 議員
❑地域防災について

❑交通安全について
 ◆マニフェストについて

髙山 隆一  議員
 ◆空家調査について
 ◆中里プールについて

❑スクールバス等の活用について

ＱＲコードで　➡　
ご覧いただけます

子
育
て
に
関
す
る
相
談
体
制

　

小
児
科
医
院
の
誘
致
及
び
、

自
身
の
か
ら
だ
の
こ
と
や
、
子
供

の
成
長
や
発
達
、
か
ら
だ
の
悩
み

の
相
談
体
制
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

伴
走
型
相
談
支
援
の
導
入

　

医
療
機
関
の
減
少
が
、
社
会

的
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
中
、
小

児
科
専
門
医
院
を
本
町
に
誘
致
す

る
こ
と
は
極
め
て
困
難
な
状
況
で

す
が
、
広
域
的
な
医
療
の
構
築
・

整
備
を
図
っ
て
行
き
ま
す

秋葉 広行 議員
❑下水汚泥の資源化

❑副町長の選任について

大塚 貴充 議員
❑�町政運営について

❑町民との意見交換について

 ◆文化公演開催事業について

小
児
科
医
院
誘
致
を

前
まえ　  だ　  みつ　 ひろ

田 充 浩
議 員

大多和 正之 議員
❑町長が掲げた４点の公約について

令和８年８月１日　白子の議会　第 162 号 4



ま
れ
る
人
づ
く
り
」
４
つ
の
施
策

を
柱
と
い
た
し
ま
し
た
。
自
己
評

価
は
60
％
～
70
％
の
実
施
率
と
思

い
ま
す
。

　

継
続
事
業
が
中
心
と
な
っ
て
お

り
、
町
民
の
皆
様
に
十
分
に
実
感

さ
れ
る
段
階
に
至
っ
て
い
な
い
認

識
を
持
っ
て
い
ま
す
。
課
題
の
整

理
や
今
後
の
方
向
性
の
検
討
を
進

め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
次
の

段
階
へ
進
む
た
め
の
基
礎
づ
く
り

の
期
間
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
ま

す
。

自
己
評
価
は

　

町
長
就
任
か
ら
１
年
が
た
ち

ま
す
の
で
、
町
長
が
掲
げ
た
４
点

の
公
約
に
つ
い
て
現
在
の
進
捗
状

況
を
ど
の
よ
う
に
自
己
評
価
し
て

い
る
か
。
１
年
目
は
「
種
ま
き
の

年
」
で
あ
っ
た
と
の
認
識
も
理
解

で
き
ま
す
が
、
種
を
ま
く
だ
け
で

は
町
民
は
成
果
を
実
感
で
き
ま
せ

ん
。
課
題
や
予
定
ど
お
り
進
ん
で

い
な
い
理
由
と
は
何
か
伺
い
ま
す
。

60
％
～
70
％
の
実
施
率

　

「
魅
力
あ
ふ
れ
る
町
」「
安

心
・
安
全
が
担
保
さ
れ
る
町
」「
活

力
あ
る
経
済
の
町
」「
白
子
愛
が
育

しらこ活緑げんきくんの無料配布

秋
あ き 　   ば 　   ひ ろ 　  ゆ き

葉 広 行
議 員

適
正
人
材
の
選
任
を
早
急
に

　

町
長
就
任
１
年
が
経
過
し
未

だ
に
副
町
長
が
不
在
で
す
。
早
急

に
適
正
な
人
材
を
選
任
し
行
政
の

円
滑
化
、
町
民
の
暮
ら
し
の
向
上

の
為
に
決
断
を
望
み
ま
す

早
め
に
人
選
し
上
程
す
る

　

３
月
議
会
に
続
き
鼓
舞
激

励
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
感
じ
て

い
る
。
早
め
に
人
選
を
行
い
上
程

が
で
き
る
よ
う
進
め
て
い
き
た
い
。

リ
ン
の
抽
出
販
売
は
可
能
か

　

下
水
汚
泥
か
ら
リ
ン
を
抽

出
、
再
生
し
肥
料
原
料
と
し
て
利

用
す
る
技
術
が
あ
り
肥
料
の
国
産

化
、
安
定
供
給
に
好
評
を
得
て
い

る
。
町
内
３
ヶ
所
の
施
設
も
取
り

組
み
が
可
能
か
伺
い
ま
す
。

規
模
が
小
さ
く
不
可
能

　

現
在
の
白
子
町
処
理
施
設
の

50
倍
の
下
水
処
理
量
が
な
け
れ
ば

採
算
が
と
れ
ま
せ
ん
。
「
活
緑
げ

ん
き
く
ん
」
を
無
料
配
布
し
有
効

利
用
に
努
め
て
い
ま
す
。

副
町
長
の
選
任

下
水
汚
泥
の
資
源
化

４
点
の
公
約

大
お お

多
た

和
わ

正
ま さ ゆ き

之
議 員
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ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
活
用
は

　

小
学
校
統
合
に
向
け
、
通
学

送
迎
の
た
め
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
活

用
に
つ
い
て
町
は
ど
の
よ
う
に
実

施
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
の

か
見
解
を
伺
い
ま
す
。

基
本
的
運
行
計
画
を
策
定

　

新
設
小
学
校
へ
の
通
学
に
つ

い
て
は
、
通
学
距
離
や
通
学
時
間

が
長
く
な
る
児
童
に
対
す
る
身
体

的
負
担
へ
の
配
慮
が
重
要
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
現
在
、
ス
ク
ー
ル

バ
ス
の
運
行
に
向
け
た
検
討
に
着

手
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

統
合
に
向
け
た
通
学
送
迎

　

今
後
は
、
通
学
ル
ー
ト
や
乗
降

場
所
の
安
全
性
、
想
定
さ
れ
る
利

用
人
数
等
を
精
査
し
、
基
本
的
な

運
行
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
活
用
に
つ
い

て
は
、
今
後
、
関
係
機
関
と
活
用

の
有
無
や
方
法
に
つ
い
て
協
議
し

て
い
き
ま
す
。

大
き
な
決
断
は

　

町
長
と
し
て
一
年
の
歩
み
の

中
で
、
大
き
な
決
断
を
さ
れ
た
局

面
を
伺
い
ま
す
。

決
断
と
実
行
が
一
番
大
切

　

町
長
就
任
時
、
副
町
長
と
教

育
長
の
特
別
職
不
在
に
直
面
し
ま

し
た
。
特
別
職
の
選
任
は
、
大
き

な
決
断
の
一
つ
で
し
た
。

　

ま
ず
は
教
育
長
選
任
を
優
先
し
、

子
ど
も
た
ち
の
教
育
を
停
滞
さ
せ

て
は
い
け
な
い
と
い
う
思
い
か
ら

で
す
。

　

規
模
の
大
小
は
あ
り
ま
す
が
、

決
断
と
実
行
が
一
番
大
切
だ
と

町
長
就
任
一
年
の
所
感 　 　

大
お お 　 つ か 　 た か 　 み つ

塚 貴 充
議 員

快
適
な
学
校
環
境
を

思
っ
て
い
ま
す
。

エ
ア
コ
ン
の
設
置
を

　

五
月
に
厚
生
文
教
委
員
の
学

校
訪
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
南
白

亀
小
学
校
訪
問
時
に
特
別
教
室
に

お
い
て
エ
ア
コ
ン
の
未
設
置
が
見

受
け
ら
れ
ま
し
た
。
今
夏
も
猛
暑

の
予
報
で
す
。
エ
ア
コ
ン
の
設
置

の
考
え
が
あ
る
か
伺
い
ま
す
。

状
況
を
確
認

　

私
が
直
接
、
学
校
を
訪
問
し

て
、
ど
の
よ
う
な
状
況
な
の
か
確

認
し
て
把
握
し
た
う
え
で
、
教
育

委
員
会
と
協
議
を
し
て
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

髙
 たか　   やま　  りゅう　  いち 

山 隆 一
議 員
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消
防
団
の
組
織
替
え
・
再
編

　

長
生
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組

合
か
ら
、
各
市
町
村
の
消
防
団
へ

の
組
織
替
え
・
再
編
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

消
防
力
の
維
持・向
上
を
優
先

　

現
在
、
再
編
の
方
向
性
が
示

さ
れ
て
い
る
段
階
で
す
。
今
後
、

各
市
町
村
及
び
、
組
合
と
連
携
し

適
切
に
対
応
し
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
の
設
置
を

　

既
存
団
体
へ
の
支
援
や
、
未

組
織
地
区
へ
の
働
き
か
け
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

自
治
会
な
ど
の
要
望
を
踏
ま
え

　

町
で
は
経
費
の
一
部
を
補
助

し
て
お
り
、
防
災
訓
練
へ
の
参
加

地
域
防
災

酒
さ か

井
い

良
よ し

信
の ぶ

議 員

な
ど
、
活
動
の
活
性
化
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

自
転
車
の
交
通
違
反　

　

令
和
８
年
４
月
か
ら
道
路
交

通
法
改
正
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
が

自
転
車
利
用
者
に
対
し
て
、
可
能

な
対
応
策
を
伺
い
ま
す
。

車
と
同
様
に
厳
格
化
進
む

　

自
転
車
利
用
者
に
も
交
通

ル
ー
ル
の
周
知
徹
底
に
努
め
、
交

通
安
全
意
識
の
醸
成
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

生
活
道
路
の
制
限
速
度
改
正

　

令
和
８
年
９
月
か
ら
セ
ン

タ
ー
ラ
イ
ン
等
の
な
い
、
い
わ
ゆ

る
生
活
道
路
の
制
限
速
度
が
引
き

下
げ
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
安
全
対

策
の
方
針
を
伺
い
ま
す
。

「
車
」
よ
り
「
人
」
に
シ
フ
ト

　

改
正
後
は
全
国
一
律
で
適
用

さ
れ
る
た
め
、
町
と
し
て
も
適
宜

啓
発
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

交
通
安
全

町民の移動を支える「らくらくタクシー」の新車両

利
用
状
況
の
分
析
と
今
後
の
課
題

　

町
で
は
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
や

ら
く
ら
く
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
利
用
状
況

の
分
析
と
今
後
の
課
題
を
ど
の
よ

う
に
認
識
し
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

必
要
な
改
善
に
努
め
る

　

福
祉
タ
ク
シ
ー
は
、
通
院
買

い
物
が
多
く
、
日
常
生
活
を
支
え

る
重
要
な
移
動
手
段
だ
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
交
付
を
受
け
て
も
未
利

用
券
が
一
定
数
存
在
し
て
い
る
こ

と
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で

制
度
の
見
直
し
を
適
宜
図
っ
て
い

高
齢
者
の
移
動
支
援

き
ま
す
。

　

ら
く
ら
く
タ
ク
シ
ー
は
、
時
間

帯
別
や
目
的
別
の
件
数
を
把
握
す

る
こ
と
で
状
況
分
析
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
課
題
は
、
４
点
と
認
識

し
て
い
ま
す
。
「
予
約
の
午
前
中

集
中
や
電
話
の
混
雑
な
ど
。
」

　

こ
れ
か
ら
の
課
題
解
決
に
向
け

必
要
な
改
善
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

市
 い ち 　   か わ 　  り ゅ う     こ 　

川 隆 子
議 員
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産
業
建
設
常
任
委
員
会

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

持
続
可
能
な
稲
作
農
業
と
地
域
社
会
の
維
持
・
発
展
を
図
る
た
め

～
白
子
町
稲
作
農
業
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
協
議
～

課
題　

農
業
用
排
水
路
等
の
老
朽
化
に
よ
る
通
水
や
排
水
不
良

対
策　
水
管
理
体
制
の
再
構
築
・
排
水
の
再
利
用
・
施
設
の
更
新
等

様
々
な
課
題
が
あ
る
中
、
特
に
白
子
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
水
稲
に

つ
い
て
は
、
基
盤
整
備
後
約
60
年
が
経
過
し
、
通
水
不
足
や
排
水
不
良

は
担
い
手
に
と
っ
て
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
持
続
的
な
用
水
管
理
の
実
現
に
は
、
関
係
者
間
の
連
携
強
化
と

情
報
共
有
を
基
盤
と
し
つ

つ
、
短
期
的
な
対
策
と
中

長
期
的
な
整
備
計
画
を
両

立
さ
せ
る
こ
と
が
不
可
欠

で
す
。
今
後
、
本
委
員
会

に
お
い
て
も
、
農
業
者
の

意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
ど

の
よ
う
な
支
援
が
必
要
な

の
か
。
ま
た
有
効
な
施
策

を
提
言
で
き
る
の
か
等
、

継
続
し
て
担
当
課
と
協
議

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

活
動
報
告
（
６
／
24
）

学
校
統
合
等
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

町
議
会
か
ら
は
、
白
子
町
小
学
校
統
合
準
備
委
員
会
委

員
に
次
の
４
名
が
決
定
し
ま
し
た
。

議
会
議
長　
　

宗　

島　

理　

仁

白
潟
地
区　
　

大
多
和　

正　

之

南
白
亀
地
区　

酒　

井　

良　

信

関
地
区　
　
　

大
多
和　

正　

夫

学
校
統
合
等
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
報
告
（
７
／
９
）

白
子
町
内
の
学
校
訪
問
を
実
施

厚
生
文
教
常
任
委
員
会
の
委
員
が
各
小
中
学
校
を
訪

れ
、
子
ど
も
た
ち
の
学
び
の
様
子
、
先
生
の
声
、
教
育
環
境
、

施
設
の
状
況
を
直
接
、
見
て
き
ま
し
た
。

ど
こ
の
学
校
で
も
真
っ
先
に
話
題
に
上
が
っ
た
の
は
、

学
校
施
設
の
老
朽
化
で
し
た
。

小
学
校
の
統
合
を
控
え
て
い
る
と
は
い
え
、
現
在
の
教

育
環
境
も
重
要
な
の
で
、
最
低
限
の
修
繕
は
必
要
で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
安
全
対
策
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
で
き
る

だ
け
不
便
が
生
じ
な
い
よ
う
費
用
対
効
果
を
考
慮
し
な
が

ら
、
個
別
に
対
応
、
ま
た
対
策
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。　

厚
生
文
教
常
任
委
員
会
活
動
報
告
（
５
／
18
）

次の定例会は　9月４日（金）～１４日（月）の予定です
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2026/6/5 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

番 号 項 　 　 　 目

大
塚
貴
充

前
田
充
浩

秋
葉
広
行

髙
山
隆
一

長
島
誠
一

今
井
滋
則

大
多
和
正
夫

梅
澤
哲
夫

宗
島
理
仁

酒
井
良
信

今
関
勝
巳

大
多
和
正
之

大
多
和
秀
一

市
川
隆
子

請 願 第1号「義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書」採択に関
する請願 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 - 〇 〇 〇 〇 〇

請 願 第2号「国における2027年度教育予算拡充に関する意見書」採択
に関する請願 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 - 〇 〇 〇 〇 〇

承 認 第1号 専決処分事項の承認を求めることについて 
（白子町税条例の一部を改正する条例の制定） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 - 〇 〇 〇 〇 〇

承 認 第2号 専決処分事項の承認を求めることについて 
（白子町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 - 〇 〇 〇 〇 ×

議 案 第1号 損害賠償の額の決定及び和解について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 - 〇 〇 〇 〇 〇

議 案 第2号 令和８年度白子町一般会計第１回歳入歳出補正予算について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 - 〇 〇 〇 〇 〇

報 告 第1号 令和７年度白子町一般会計繰越明許費繰越計算書について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 - 〇 〇 〇 〇 〇

報 告 第2号 令和７年度白子町一般会計事故繰越し繰越計算書について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 - 〇 〇 〇 〇 〇

報 告 第3号 令和７年度白子町ガス事業特別会計予算繰越計算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 - 〇 〇 〇 〇 〇

発議案第1号 義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇

発議案第2号 国における2027年度教育予算拡充に関する意見書 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇

2026/6/24 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

番 号 項 　 　 　 目

大
塚
貴
充

前
田
充
浩

秋
葉
広
行

髙
山
隆
一

長
島
誠
一

今
井
滋
則

大
多
和
正
夫

梅
澤
哲
夫

宗
島
理
仁

酒
井
良
信

今
関
勝
巳

大
多
和
正
之

大
多
和
秀
一

市
川
隆
子

議 案 第1号 白子町外部監査契約に基づく監査に関する条例についての
制定について 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇

議 案 第2号 個別外部監査契約に基づく監査について 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇

議 案 第3号 令和８年度白子町一般会計第２回歳入歳出補正予算について 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇

議 案 第4号 個別外部監査契約の締結について 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇

令和８年第２回議会定例会　議案審議結果一覧

令和８年第２回議会臨時会　議案審議結果一覧

≪賛成：○／反対：×／欠席：欠／棄権・退席：退≫　※議長は裁決に加わりません。
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編
集
後
記

令
和
８
年
第
２
回
白
子
町
議
会

定
例
会
は
、
６
月
５
日
に
開
催
さ

れ
、
慎
重
な
審
議
が
行
わ
れ
、
全

て
可
決
成
立
い
た
し
ま
し
た
。　

不
安
定
な
世
界
情
勢
や
気
候
変

動
・
少
子
高
齢
化
社
会
等
、
住
民

生
活
に
影
響
を
及
ぼ
す
課
題
が
山

積
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
中
で
も
、
物
価
高
の
影
響

は
終
わ
り
が
見
え
ず
、
家
計
を
直

撃
し
、
今
後
の
生
活
に
不
安
を
感

じ
て
お
ら
れ
る
方
も
多
い
と
思
わ

れ
ま
す
。

今
議
会
で
可
決
し
た
事
業
や
、

国
・
県
の
物
価
高
対
策
事
業
等
を
、

皆
様
に
丁
寧
に
説
明
し
、
住
民
生

活
の
安
心
に
つ
な
が
る
よ
う
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
し
て
、
今
後
と
も
、
皆
様
の

声
を
大
切
に
し
、
議
員
一
同
精
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

    

　
　
　
　
　
前
田
　
充
浩

第
２
回
定
例
会
に
お
い
て
、

表
彰
状
の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し

た
。こ

の
表
彰
は
、
千
葉
県
町
村

議
会
議
長
会
よ
り
、
永
年
に
わ

た
り
地
域
振
興
と
地
方
自
治
の

進
展
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
に
よ

り
表
彰
さ
れ
る
も
の
で
す
。

本
町
で
は
酒
井
良
信
議
員
が

議
員
18
年
以
上
の
功
績
と
し
て

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
功
績
を
称
え
、

今
後
の
活
躍
を
祈
念
し
、
心
か

ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

自
治
功
労
者
表
彰

酒井良信議員

夏だ！元気に水遊び！
未来

を担う子どもたち まちまちのの人人
～白子で輝く人を紹介～～白子で輝く人を紹介～

齊藤 君幸さん

2年前に白子町へ移住され、
現在は町内のホテルで勤務されており、
接客業を通じて多くの方との交流を大切にされています。

Q　実際に暮らしてみていかがですか。
海が近く、落ち着いて暮らせる住みや
すい町だと感じています。地域の皆さ
んも親切で、安心して生活しています。
Q　現在のお仕事について教えてください。
ホテルでの接客業に携わっています。
お客様との出会いを大切にしながら、
白子町の魅力を伝えられるよう心掛け
ています。
Q　今後の目標を教えてください。
これからも白子町で頑張っていきたいと思っています。仕事
を通じて地域に貢献し、白子町を訪れる方々に良い思い出を
持ち帰っていただけるよう努めていきたいです。
Q　町への要望はありますか。
移住当初は車がなく、スーパーなどもなかったため不便を感じ
ました。生活しやすい環境づくりが進むことを期待しています。

編集委員のひとこと

海をきっかけに白子町へ移住された齊藤さん。町の魅力を感じな

がら新たな生活を築いている様子が伝わってきました。今後のご

活躍を応援しています。
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